
                         

                         

                         

盛
り
上
が
れ
！ 

安
房
の
花 

 

「
花
き
の
振
興
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
て
一
年
以
上
経
過
し

ま
し
た
。
そ
の
間
に
始
ま
っ
た
管

内
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

JA
安
房
花
卉
部
は
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の

長
渕
悦
子
氏
を
招
い
て
、
同
団
体

で
は
初
め
て
と
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
需
要
の
拡
大
を

行
い
ま
し
た
。
（
写
真
1
、
2
） 

JA
安
房
花
卉
部
西
岬
支
部
は
、

昨
年
、
県
庁
で
ひ
ま
わ
り
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
館
山

市
神
戸
花
卉
生
産
組
合
と
合
同
で

新
た
に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
展
示

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
副
知

事
を
表
敬
訪
問
し
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
安
房
の
花
を
使
っ
て
欲

し
い
と
熱
い
思
い
を
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
（
写
真
3
、
4
） 

 

当
事
務
所
で
は
、
3
月
に
策
定

さ
れ
た
「
千
葉
県
花
植
木
振
興
計

画
」
に
基
づ
き
、
今
後
と
も
安
房

の
花
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。 
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花
き
生
産
者
必
見
！ 

「
花
が
病
気
か
な
？
」
と
思
っ
た

時
に
見
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介 

 

栽
培
中
に
、
株
が
枯
れ
た
り
黒

い
斑
点
が
出
た
り
・
・
・
心
配
な

症
状
が
発
生
し
て
病
気
か
な
？
と

思
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん

な
時
に
、
手
軽
に
原
因
を
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

紹
介
し
ま
す
。 

そ

れ

が

「

花

き

病

害
図

鑑

（http://w
w

w.naro.affrc.go.j
p/flow

er/kakibyo/

）」
で
す
。 

国
立
研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食

品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
野
菜

花
き
研
究
部
門
が
運
営
し
て
お
り
、

各
県
の
病
害
担
当
者
が
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
情
報

の
正
確
さ
と
豊
富
さ
に
は
定
評
が

あ
り
ま
す
。
植
物
別
に
検
索
で
き
、

写
真
が
豊
富
な
の
で
症
状
か
ら
自

分
で
原
因
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
更
に
、
伝
染
方
法
や
、
発

生
し
や
す
い
時
期
な
ど
の
情
報
も

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
対
策
の
参
考

に
な
り
ま
す
。
病
気
の
原
因
が
分

か
れ
ば
、
効
果
的
な
農
薬
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
無
駄
な
農
薬
散
布

を
防
ぐ
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
労

力
と
経
費
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も

検
索
で
き
る
の
で
、
困
っ
た
と
き

は
ほ
場
で
「
花
き
病
害
図
鑑
」
を

検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

た
だ
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
病

害
も
あ
り
、
似
た
よ
う
な
症
状
で

も
原
因
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
御
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
当
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
食
用
ナ
バ
ナ
の
移
植
栽
培 

 

安
房
地
域
の
食
用
ナ
バ
ナ
栽
培

で
は
、
田
畑
に
直
接
に
種
を
播
く

「
直
播
栽
培
」
が
中
心
で
す
。 

 

し
か
し
近
年
、
播
種
期
で
あ
る

9
～
10
月
に
大
雨
や
台
風
が
多

く
、
発
芽
不
良
等
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
し

て
か
ら
田
畑
に
植
え
る
「
移
植
栽

培
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

1 

播
種 

 

128
穴
セ
ル
ト
レ
イ
に
培
土
を

均
一
に
充
填
し
、
1
穴
当
た
り
1

～
2
粒
を
播
種
し
ま
す
。
2
粒
の

場
合
は
、
後
日
に
間
引
き
ま
す
。 

 

播
種
後
は
、
新
聞
紙
等
で
被
覆

し
ま
す
。
発
芽
し
た
ら
、
速
や
か

に
新
聞
紙
等
を
剥
が
し
ま
し
ょ
う
。 

2 

育
苗
の
場
所 

 
セ
ル
ト
レ
イ
は
、
コ
ン
テ
ナ
や

タ
ル
キ
等
を
活
用
し
た
架
台
に
静

置
し
ま
す
。 

地
面
に
直
接
並
べ
る
と
、
湿
害

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

3 

育
苗
の
管
理 

1
日
1
回
程
度
か
ん
水
し
ま

す
。
日
中
に
乾
燥
す
る
場
合
は
追

加
し
て
か
ん
水
し
ま
し
ょ
う
。 

4 

育
苗
日
数 

 

本
葉
3
枚
程
度
を
目
安
に
、
植

え
遅
れ
な
い
よ
う
に
定
植
し
ま
す
。 

 

8
～
9
月
播
種
で
15
～
20
日
、

10
月
播
種
で
は
20
～
25
日
が
目

安
で
す
。 

5 

定
植 

 

苗
に
十
分
に
か
ん
水
を
行
っ
た

後
、
適
正
な
株
間
で
定
植
し
ま
す
。 

 

定
植
後
は
、
活
着
す
る
ま
で
、

適
宜
か
ん
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

6 

省
力
的
な
病
害
虫
防
除 

 

根
こ
ぶ
病
を
防
除
す
る
ラ
ン
マ

ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
、
コ
ナ
ガ
・
ハ

ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
等
を
防
除
す
る
ジ

ュ
リ
ボ
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
を
苗
に
か

ん
注
し
て
定
植
す
る
こ
と
で
、
省

力
的
に
防
除
が
で
き
ま
す
。 

※
両
薬
剤
と
も
、
直
播
で
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
当
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

症状の写真が豊富でわかりやすい 

ホームページ（「花き病害図鑑」より） 



果
樹
類
に
お
け
る
カ
ミ
キ
リ
ム
シ

類
対
策 

安
房
地
域
で
は
、
び
わ
や
柑
橘

類
、
い
ち
じ
く
な
ど
様
々
な
果
樹

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
類
の
被
害
に
よ
り
枯
死

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。 

 

【
び
わ
】 

 

び
わ
を
加
害
す
る
カ
ミ
キ
リ
ム

シ
は
主
に
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。

成
虫
は
体
長
が
約
4

cm
の
大
き

な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
、
灰
黄
褐
色

を
し
て
い
て
長
い
触
角
を
も
っ
て

い
ま
す
。 

 

産
卵
は
6
～
9
月
に
か
け
て

行
わ
れ
、
主
に
直
径
1.5
cm
程
度
の

枝
（
3
～
4
年
生
）
に
産
卵
す
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
孵
化
し
た
幼

虫
は
枝
の
中
心
部
に
向
か
っ
て
食

害
し
、
2
年
間
枝
の
中
で
過
ご
し

た
後
に
樹
の
中
で
蛹
に
な
り
ま
す
。 

  

【
柑
橘
類
】 

 

柑
橘
類
を
加
害
す
る
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
は
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。

成
虫
は
体
長
3

cm
程
度
の
大
き

な
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
で
、
濃
い
青
地

に
白
い
斑
点
を
散
ら
し
た
特
徴
的

な
外
見
を
し
て
い
ま
す
。 

産
卵
は
5
～
9
月
に
行
わ
れ
、

6
～
7
月
が
最
も
多
い
で
す
。
ま

た
、
成
木
よ
り
も
10
年
程
度
の
若

木
に
被
害
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。 

産
卵
場
所
は
樹
幹
の
地
際
か
ら

60
cm
ま
で
の
間
が
多
く
、
孵
化
し

た
幼
虫
は
形
成
層
を
斜
め
に
ら
せ

ん
状
に
2
年
間
食
害
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
幼
虫
の
防
除
を
実
施
し

な
い
と
樹
が
枯
死
し
ま
す
。 

 

【
い
ち
じ
く
】 

 

い
ち
じ
く
を
加
害
す
る
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
は
主
に
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

と
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
で
す
。 

キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ
は
体
長
約

2
～
3

cm
で
全
体
が
灰
黒
色
で
、

大
小
多
数
の
黄
斑
点
が
あ
り
ま
す
。

産
卵
は
6
～
9
月
に
か
け
て
行

わ
れ
、
樹
幹
や
主
枝
に
産
卵
し
ま

す
。
孵
化
し
た
幼
虫
は
樹
の
中
を

食
害
し
、
橙
黄
色
の
木
く
ず
や
糞

を
し
ま
す
。 

一
方
、
ク
ワ
カ
ミ
キ
リ
は
結
果

枝
に
産
卵
し
ま
す
。
孵
化
し
た
幼

虫
は
樹
の
中
を
主
枝
に
向
か
っ
て

食
害
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
小
さ

な
穴
を
あ
け
、
粉
状
の
糞
が
排
出

さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
穴
か
ら

樹
液
も
染
み
出
て
、
樹
幹
が
茶
褐

色
と
な
り
ま
す
。 

 【
防
除
方
法
】 

木
く
ず
が
確
認
さ
れ
た
ら
す
ぐ

に
針
金
等
で
幼
虫
を
殺
す
か
、
園

芸
用
キ
ン
チ
ョ
ー
ル
E
を
用
い

て
防
除
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
バ
イ
オ
リ
サ
・
カ
ミ
キ

リ
ス
リ
ム
を
主
幹
部
に
巻
き
つ
け

る
こ
と
で
、
成
虫
を
予
防
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。 

  

「
デ
コ
ポ
ン
」
の
名
称
使
用
に
つ

い
て 「

デ
コ
ポ
ン
」
と
は
、
品
種
「
不

知
火
」
の
う
ち
一
定
の
基
準
を
満

た
し
た
果
実
が
使
用
で
き
る
登
録

商
標
で
す
。
そ
の
商
標
は
、
熊
本

県
果
実
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が

所
有
し
て
い
ま
す
。 

「
デ
コ
ポ
ン
」
で
販
売
す
る
た

め
に
は
、
次
の
2
点
を
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

1 

糖
度
13
度
以
上
、
酸
度
1.0
以

下
の
果
実
で
あ
る
こ
と 

2 

日
本
園
芸
農
業
協
同
組
合

連
合
会
と
商
標
権
再
使
用
契
約
を

締
結
し
た
農
協
か
ら
出
荷
さ
れ
た

果
実
で
あ
る
こ
と 

 

千
葉
県
内
の
農
協
は
、
日
本
園

芸
農
業
協
同
組
合
連
合
会
と
商
標

権
再
使
用
契
約
を
締
結
し
て
い
な

い
た
め
、
「
デ
コ
ポ
ン
」
で
の
出

荷
・
販
売
は
出
来
ま
せ
ん
。
直
売

所
等
で
販
売
す
る
際
に
は
、
品
種

名
の
「
不
知
火
」
で
販
売
を
し
て

く
だ
さ
い
。 



安
房
地
域
の 

若
手
農
業
者
を
紹
介 

 

鴨
川
市 

高
梨
裕
市
さ
ん 

今
回
は
、
鴨
川
市
横
尾
で
肉
用

牛
肥
育
経
営
を
行
っ
て
い
る
高
梨

裕
市
さ
ん
を
御
紹
介
し
ま
す
。 

 

裕
市
さ
ん
は
現
在
就
農
７
年
目

で
、
家
族
と
と
も
に
和
牛
肥
育
に

従
事
し
、
年
間
約
160
頭
を
出
荷
し

て
い
ま
す
。 

 

鴨
川
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

下
、
和
牛
を
こ
だ
わ
り
の
飼
料
と

綿
密
な
飼
養
管
理
に
よ
っ
て
大
事

に
育
て
て
お
り
、
肉
用
牛
の
共
進

会
で
数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
す
。 

高
品
質
な
和
牛
生
産
を
目
指
す

「
か
ず
さ
和
牛
研
究
会
」
に
所
属

す
る
と
同
時
に
、
全
国
の
生
産
者

ら
と
と
も
に
飼
料
を
統
一
と
す
る

「
名
人
和
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
も 

持
っ
て
い
ま
す
。 

融
点
が
低
く
あ
っ
さ
り
と
し
た

脂
質
が
特
長
的
な
高
品
質
な
牛
肉

を
生
産
し
、
千
葉
県
内
の
食
肉
卸

売
店
を
通
し
て
東
京
を
中
心
に
販

売
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
元
の
方
々
に
も
こ
だ

わ
り
の
和
牛
を
食
べ
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
自
ら
積
極

的
に
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の

連
携
を
深
め
、
現
在
で
は
鴨
川
市

を
中
心
に
取
り
扱
い
の
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。 

今
年
か
ら
は
鴨
川
市
役
所
、
食

肉
卸
店
と
も
連
携
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
謝
礼
品
提
供
を
行
う
な
ど
、

農
業
の
振
興
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
魅
力
発
信
に
も
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。 

鴨
川
市
の
農
業
を
支
え
る
担
い

手
と
し
て
、
今
後
も
よ
り
一
層
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

       

 

い
ち
じ
く
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！ 

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
い
ち
じ

く
の
栽
培
技
術
を
中
心
に
学
ぶ
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
枝

の
誘
引
や
せ
ん
定
法
な
ど
１
年
を

通
じ
た
研
修
会
で
す
。 

本
格
的
に
い
ち
じ
く
栽
培
に
取

り
組
み
た
い
方
、
取
り
組
み
始
め

て
間
も
な
い
方
、
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
者
は
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
の
で
、
当
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。  

平
成
29
年
度
千
葉
県
農
業
大
学

校
の
入
学
生
募
集
！ 

 

千
葉
県
立
農
業
大
学
校
は
、
農

業
を
志
す
優
れ
た
担
い
手
及
び
指

導
者
の
育
成
を
目
指
し
、
広
い
視

野
を
持
つ
豊
か
な
人
間
の
形
成
や

高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
・
経
営

管
理
能
力
の
習
得
等
の
教
育
目
標

を
掲
げ
、
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。 

推
薦
入
試
の
願
書
受
付
は
9

月
30
日
～
10
月
14
日
の
期
間
で

す
。
試
験
は
10
月
25
日
で
す
。 

 

一
般
入
試
の
願
書
受
付
は
A

日
程
12
月
9
日
～
22
日
、
B
日

程
1
月
30
日
～
2
月
10
日
の
期

間
で
す
。
試
験
日
は
A
日
程
1
月

13
日
、
B
日
程
2
月
23
日
で
す
。 

 

※
詳
細
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

千
葉
県
立
農
業
大
学
校 

所
在
地 

東
金
市
家
之
子
1059 

電
話 

0
4
7
5
‐
5
2
‐
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2
1 

 

高梨 裕市さん 

 


